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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

校舎の改修工事等により使用できない日があったため、スポーツひろば参加者数は若干減ってい
るが、区民のスポーツへの関心の高まりから、一回あたりの参加者数は増加傾向にある。また、幅
広い層のスポーツを始めるきっかけの場となるよう、30年度からは新たな種目としてフットサルを加
えた。今後も、区民が気軽にスポーツを始めるきっかけ作りの場として、引き続き運営をしていくこ
とが必要である。

改善

手段の適切性 3 指導員を体育協会やスポーツ少年団が行うことで、運営面・安全面とも適切に実施できている。

目的達成度 3 目標値に達していないものの、前年度に比べ一回当たりの平均参加者数は増加した。

評
価
の
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評価 評価の理由

必要性 4 身近な場所で運動・スポーツができる機会の場を提供し、幅広い年代の方々が参加できる本事業は、地域の
活性化、コミュニティづくりのきっかけとなるため必要性が高い。

効率性 3 新たにフットサルが種目に加わり、幅広い参加者を募ることができた。

　一般財源（区負担額） 2,532 2,470 2,947

課題及び
今後の進め方

小中学校体育館への空調設備導入や大規模改修工事等により長期間使用できない会場がある。事業への影響が広
がらないよう、代替施設の確保に努めていく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 0

1,156 1,176 1,280

　総経費 2,532 2,470 2,947

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 892 838 882

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 484 456 785

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

スポーツひろば参加者数（一般向け） 人 10,000 8,285 7,556 7,483

活動指標

9,000

初心者教室参加者数（一般向け） 人 300 239

H30年度

1,640 1,631

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

9 9 100.0%10 9 9

83.1%

214 270 250 108.0%

2,065

スポーツひろば
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種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

スポーツひろば種目数（一般向け） 種目 10 8 8 9

スポーツひろば実施箇所数（一般向け） 箇所

9 100.0%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
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概
要

行政計画 事業NO. 61 計画事業名

[事業開始] 　 年度

事業内容
[H30年度]

・種目ごとに週１回程度、区立小中学校の校庭や体育館をスポーツひろばとして開放している。
・一般向けはスポーツ推進委員協議会が種目の企画をし、体育協会から推薦されたひろば指導員が各教室の指導・運営をし
ている。
・子供向けひろばの運営はスポーツ少年団が担っている。
・30年度からは、一般向けに新たにフットサルを種目に加えた。

委託の有無 なし
委託内容 　 なし

補助金の有無 なし

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 スポーツひろば
所
管

教育委員会

スポーツ振興課

事業対象

事業目的
生涯スポーツ社会の実現に向けて、地域で気軽にスポーツや運動ができる場としてスポーツ基本法第13条の規定に基づき、
区立小中学校の一部を学校教育に支障のない範囲で区民の利用に供し、区民のスポーツ振興を図る。

 [施　　策] 11　スポーツができる場の充実 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 その他 〔法令等名〕 スポーツ基本法第４条、第１３条

長期総合
計画体系

あらゆる世代が生涯にわたって成長し輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 中学生以上で区内在住・在勤・在学の方（一般向け）、区内在住・在学の小・中学生（子供向け）

同上


